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透 明 性 を 確 保 す る �
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平成19年12月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



地
震
発
生
直
後
の
情
報
伝
達
、
広
報
、
変

圧
器
火
災
、
に
つ
い
て
、
各
機
関
か
ら
報
告
。
�

　
�

�Q
　
な
ぜ
、
新
潟
県
か
ら
保
安
院
へ
避
難
の

必
要
が
あ
る
か
見
解
を
求
め
た
の
か
。
�

新
潟
県
　
複
合
災
害
も
視
野
に
入
れ
指
導

監
督
を
し
て
い
る
保
安
院
に
も
確
認
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
知
事
の
判
断
。
�

Q
　
避
難
指
示
は
、
誰
が
判
断
す
る
の
か
。
�

保
安
院
　
原
子
力
災
害
の
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
国
と
地
元
自
治
体
と
事
業
者
が

連
絡
を
取
り
、
国
が
判
断
す
る
。
�

Q
　
な
ぜ
、
衛
星
電
話
は
使
え
な
か
っ
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
緊
急
時
対
策
室
と
宿
直
棟
に

配
置
し
て
あ
っ
た
が
、２
箇
所
と
も
被
災
し
て

お
り
、
す
ぐ
に
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
�

Q
　
ヨ
ウ
素
剤
は
各
家
庭
に
配
布
し
て
は
。
�

柏
崎
市
　
保
管
管
理
の
面
か
ら
避
難
施
設

で
あ
る
各
小
中
学
校
に
分
散
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、
薬
局
で
購
入
で
き
る
よ
う
薬
剤
師
会

に
お
願
い
し
て
い
る
。
�

��Q
　
発
電
所
敷
地
内
の
断
層
が
地
殻
変
動

を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
確
認
の
指
示
は
出

て
い
な
い
の
か
。
�

保
安
院
　
状
況
調
査
の
指
示
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、「
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施

設
に
対
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
」で
、
東
京

電
力
が
敷
地
内
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
調
査
を

す
べ
き
か
審
議
を
始
め
て
い
る
。
�

Q
　
6
・
7
号
機
中
央
制
御
室
の
蛍
光
灯
が

８０
本
も
落
ち
た
が
、
発
電
所
敷
地
内
は
柏
崎

市
内
よ
り
震
度
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
震
度
は
市
内
と
同
じ
６
強
程

度
だ
っ
た
。
数
珠
繋
ぎ
の
間
接
照
明
が
２
連

落
ち
た
も
の
で
、
他
の
照
明
は
落
ち
て
い
な
い
。
�

Q
　
開
放
基
盤
で
９
９
３
ガ
ル
と
い
う
加
速

度
の
数
値
は
本
震
の
も
の
か
。
�

東
京
電
力
　
本
震
時
、
地
下
2
5
5
メ
ー
ト

ル
の
観
測
値
。
�

Q
　
な
ぜ
、２
号
機
を
冷
却
す
る
際
に
低
圧

炉
心
ス
プ
レ
ー
計
を
手
動
で
動
か
し
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
非
常
用
の
炉
心
冷
却
用
と
し

て
は
自
動
信
号
で
起
動
す
る
が
、
今
回
は
炉

心
水
位
の
維
持
の
た
め
便
宜
的
に
手
動
で
動

か
し
た
。
�

Q
　
な
ぜ
、３
号
機
と
４
号
機
を
冷
や
す
の
に

３
号
機
を
優
先
し
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
冷
却
に
必
要
な
ボ
イ
ラ
ー
が

地
震
の
影
響
で
１
台
し
か
使
え
ず
、
こ
れ
で

は
原
子
炉
1
基
分
し
か
な
い
の
で
、
建
屋
ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
が
開
放
し
た
３
号
機
を

優
先
し
た
。
�

Q
　
起
震
車
で
深
度
2
、
3
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を

調
査
し
て
断
層
が
わ
か
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
内
陸
型
の
大
地
震
で
は
地
表

面
ま
で
変
位
が
あ
り
、
調
査
で
分
る
と
考
え
て

い
る
。
�

Q
　
１
年
以
内
に
運
転
再
開
と
言
っ
て
い
る

の
は
本
当
か
。
�

東
京
電
力
　
今
は
被
災
調
査
の
段
階
。
詳
細

な
調
査
も
必
要
で
あ
り
、
再
開
を
議
論
す
る

段
階
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
�

�Q
　
発
電
所
で
の
消
防
用
設
備
等
の
設
置

基
準
は
な
い
の
か
。
�

市
消
防
本
部
　
発
電
所
の
消
火
設
備
は
法

定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
。
�

Q
　
変
圧
器
火
災
は
、
発
生
時
、
化
学
消
防

車
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
消
防
隊
長
は
消
せ
る
と
言
っ
て

い
た
。
現
在
は
配
置
し
て
い
る
。
�

Q
　
火
災
が
発
生
し
た
変
圧
器
の
復
旧
は
、

火
災
が
起
き
な
い
も
の
に
変
え
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
地
盤
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
同

型
に
な
る
と
思
う
。
�

Q
　
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
社
員
の

体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
当
番
者
を
構
内
に
常
駐
さ
せ
、

発
電
所
近
く
の
寮
に
主
要
な
職
員
を
配
置
し

て
短
時
間
で
到
着
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
緊
急
時
に
は
社
員
が
集
ま
る
社
内
ル

ー
ル
が
あ
る
。
�

�Q
　
放
射
能
漏
れ
が
、
風
評
被
害
に
ど
の
程

度
影
響
が
あ
る
か
予
測
は
し
た
の
か
。
�

保
安
院
　
地
震
直
後
の
時
点
で
、
風
評
被
害

が
起
き
る
と
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
�

Q
　
風
評
被
害
の
補
償
も
信
頼
回
復
の
ひ
と

つ
に
な
る
と
思
う
が
。
�

東
京
電
力
　
新
潟
県
内
の
物
産
購
入
や
観

光
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
�

新
潟
県
　
東
京
電
力
と
の
安
全
協
定
で
補

償
に
関
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
適
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
�

保
安
院
　
原
子
力
損
害
賠
償
法
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
風
評
被
害
は
対
象
で
な
い
と

考
え
る
。
�

�Q
　
現
在
、
発
電
所
構
内
の
協
力
企
業
作

業
員
は
何
名
か
。
職
を
失
う
こ
と
は
あ
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
現
在
は
、３
２
０
０
名
ほ
ど
。
雇

用
の
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
努
力
、
対
応
し
て

い
く
。
�

�　
�

・
毎
回
、
放
射
能
漏
れ
は
微
量
だ
と
片
付
け

ら
れ
て
い
る
。
微
量
で
あ
れ
、
漏
れ
た
こ
と
に

は
変
わ
り
な
い
。
�

・
今
回
の
地
震
こ
そ
が
、
大
き
な
原
発
災
害
の

具
体
的
な
例
。
種
々
対
策
を
し
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
な
ぜ
有
効
に
機
能
し
な
い
の
か
検

討
し
て
ほ
し
い
。
�

・
多
く
の
救
助
要
請
が
あ
る
中
で
、
消
防
車
４

台
を
原
発
に
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
発
電
所
が
大
変
な
施
設
だ
と
改

め
て
認
識
し
た
。
�

・
東
京
電
力
は
、
従
業
員
や
地
域
住
民
の
安

全
を
考
え
、
市
の
消
防
に
頼
ら
な
い
位
の
自

主
防
災
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
�

・
防
災
訓
練
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
、そ
れ
を

活
か
し
て
ほ
し
い
。
�

・
大
事
な
情
報
は
繰
返
し
流
し
、
一
方
通
行

で
な
く
二
重
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
方
法

等
、
有
効
性
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。
�

・
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
は
、
正
し
い
も
の
が
伝
わ
る

か
は
疑
問
。
県
、
市
、
村
等
が
直
接
す
る
方

法
を
考
え
た
方
が
よ
い
。
�

・
国
、
県
、
事
業
者
が
、マ
ス
コ
ミ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
情
報
の
伝
達
方
法
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。
�

・
小
回
り
の
き
く
広
報
車
な
ど
で
住
民
の
身

近
な
と
こ
ろ
ま
で
連
絡
が
行
き
届
く
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
�

・
風
評
被
害
に
対
し
、
迅
速
な
対
応
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
１
時
間
に
１
本
位
の
ス
ポ
ッ

ト
を
流
す
等
、
早
め
の
対
応
を
す
る
べ
き
だ
。
�

・
風
評
被
害
は
、
国
の
機
関
が
全
く
想
定
し
て

い
な
い
こ
と
が
一
番
の
問
題
。
�

・
東
京
で
の
物
産
展
な
ど
で
大
勢
の
人
が
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
。そ
の
輪
を
広
げ
、復
興
す
る

た
め
に
も
き
ち
ん
と
情
報
を
出
し
て
ほ
し
い
。�

・
テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
等
が
、
事
実
を
吟
味

せ
ず
放
射
能
漏
れ
を
指
摘
す
る
の
は
問
題
。
�

・
東
京
電
力
社
長
や
県
の
専
門
委
員
が「
い
い

体
験
だ
っ
た
。
」「
い
い
実
験
だ
っ
た
。
」「
一
、

二
年
で
運
転
再
開
は
大
丈
夫
。
」
等
、
保
安

院
が
軽
く
受
け
止
め
て
い
る
の
が
心
配
。
�
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地
震
直
後
の
情
報
伝
達
及
び
対
応
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�
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�

�

�

内　　容�

第51回定例会の概要�
平成19年9月5日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

21名（欠席3名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村 �

保安検査官事務所 �

地域担当官事務所 �

東京電力（株） �

●前回定例会以後の動き   �

●地震直後の情報伝達及び対応につ

いて   �

●その他�

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

﹇
情
報
伝
達
、
広
報
等
に
つ
い
て
﹈
�

﹇
発
電
所
の
状
況
、
対
応
等
に
つ
い
て
﹈
�

﹇
変
圧
器
火
災
等
に
つ
い
て
﹈
�

﹇
そ
の
他
﹈
�

﹇
風
評
被
害
つ
い
て
﹈
�
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前
回
定
例
会
（
９
月
５
日
）
以
降
の
動
き
に

つ
い
て
、
各
機
関
か
ら
報
告
。
東
京
電
力
か

ら
中
越
沖
地
震
の
発
生
時
、
起
動
中
の
２

号
機
及
び
運
転
中
の
3
・
4
・
7
号
機
の

停
止
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
�

��Q
　
刈
羽
村
滝
谷
地
内
の
県
道
で
、
東
京
電

力
の
委
託
会
社
が
県
警
の
許
可
を
得
ず
に

測
量
し
て
い
た
。
国
や
県
は
知
っ
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
調
査
に
当
た
り
、
適
切
な
手
続

き
を
取
る
よ
う
指
導
し
て
行
き
た
い
。
�

新
潟
県
　
手
続
き
無
し
で
調
査
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
な
こ
と
。
�

東
京
電
力
　
委
託
会
社
が
警
察
へ
の
届
け

を
忘
れ
て
い
た
。
管
理
の
不
十
分
さ
を
反
省

し
て
い
る
。
�

Q
　
ア
ル
フ
ァ
・
ベ
ー
タ
断
層
の
調
査
を
す

る
の
は
、
東
京
電
力
の
自
主
的
な
も
の
か
、

保
安
院
の
指
導
な
の
か
。
�

保
安
院
　
直
接
指
示
は
し
て
い
な
い
が
、
必

要
な
地
質
調
査
を
求
め
て
い
る
。
�

Q
　
国
が
直
接
地
質
調
査
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
る
の
か
。
�

保
安
院
　
第
一
義
的
に
は
事
業
者
が
行
う

べ
き
だ
。
必
要
な
ら
行
な
い
た
い
。
�

Q
　
今
回
の
地
震
発
生
で
、
原
子
炉
は
綱

渡
り
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
止
ま
っ
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
日
頃
の
訓
練
、
事
故
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
範
疇
の
中
で
操
作
で
き
た
。
�

Q
　
地
震
時
の
中
央
制
御
室
の
震
度
は
ど

の
位
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
時
の
運
転
員
の

様
子
は
。
�

東
京
電
力
　
３
年
前
の
中
越
地
震
よ
り
は

る
か
に
大
き
な
揺
れ
だ
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま

る
ま
で
動
け
ず
、
操
作
が
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
運
転
員
と
し
て
の
責
任
感
と
プ
ロ
意

識
か
ら
す
ぐ
に
運
転
操
作
に
集
中
し
た
。
�

Q
　
運
転
員
の
訓
練
、
緊
急
時
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
�

東
京
電
力
　
Ｂ
Ｗ
Ｒ
運
転
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
地
震
時
対
応
の
訓

練
も
し
て
い
る
。
�

Q
　
地
震
計
が
作
動
し
な
か
っ
た
、
デ
ー
タ

が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
。
�

東
京
電
力
　
地
震
計
は
、
原
子
炉
を
自
動

的
に
停
止
す
る
た
め
の
も
の
と
、
地
震
の
加

速
度
、
波
形
を
記
録
す
る
も
の
が
あ
る
。
余

震
が
連
続
し
て
起
き
た
た
め
、
後
者
の
地
震

計
で
、
一
部
、
記
録
能
力
を
超
え
て
デ
ー
タ

が
消
失
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
�

Q
　
今
回
、
外
部
電
力
は
供
給
さ
れ
て
い

た
が
、
外
部
電
源
が
喪
失
す
る
よ
う
な
事

態
も
考
え
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
ど
う
い
う
形
で
電
源
が
確
保
さ

れ
た
の
か
、
ど
の
系
統
が
生
き
て
い
た
の
か
等
、

東
京
電
力
の
検
証
結
果
を
評
価
し
た
い
。

よ
り
大
き
な
地
震
に
対
す
る
弱
点
は
無
か
っ

た
か
も
検
討
し
た
い
。
�

Q
　
泉
田
知
事
が
廃
炉
も
あ
り
得
る
と
発

言
し
た
が
、
発
言
に
対
す
る
感
想
は
。
�

東
京
電
力
　
東
京
電
力
が
行
う
こ
と
は
、

被
災
現
場
の
復
旧
と
地
質
調
査
を
し
っ
か

り
行
い
、
新
た
な
耐
震
の
安
全
性
評
価
と

対
策
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
�

Q
　
東
京
電
力
は
、
信
頼
回
復
の
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
広
報
活
動
を
す
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
徹
底
し
た
情
報
公
開
や
分
り

易
い
説
明
を
し
て
い
く
こ
と
等
、
広
報
誌
の

み
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
検
討
し
て
、

理
解
を
得
る
努
力
を
す
る
。
�

Q
　
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
強
化
、
改
善
を
行
な
う
の
か
。
�

保
安
院
　
今
回
の
地
震
で
住
民
が
非
常
に

不
安
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
要

因
を
分
析
し
、
国
、
自
治
体
、
事
業
者
の
協

力
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
べ
き
か
、

初
動
体
制
の
あ
り
方
等
検
討
し
て
い
る
。
�

Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
か
ら
首

都
圏
へ
の
電
力
供
給
が
止
ま
っ
た
が
、
不
足

分
は
ど
う
補
っ
て
い
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
他
の
電
力
会
社
か
ら
の
電
力

融
通
、
火
力
発
電
の
稼
動
増
、
節
電
の
お
願

い
な
ど
で
対
応
し
た
。
�

Q
　
新
耐
震
指
針
に
つ
い
て
、
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
の
被
災
が
、
重
要
な
新
知

見
で
あ
れ
ば
、
当
然
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

と
思
う
が
。
�

保
安
院
　
指
針
の
所
管
は
、
原
子
力
安
全

委
員
会
で
あ
る
が
、
今
回
の
地
震
で
得
ら
れ

る
知
見
を
踏
ま
え
、
検
討
さ
れ
る
も
の
と
聞

い
て
い
る
。
�

��・
原
子
力
防
災
訓
練
も
、
地
震
に
よ
る
こ
と

が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
と
安
全
、
安
心

に
繋
が
ら
な
い
の
で
は
と
思
う
。
�

・
新
耐
震
指
針
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
判
断

す
る
の
が
、
電
力
会
社
、
保
安
院
、
原
子

力
安
全
委
員
会
で
独
占
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
判
断
に
対
す
る
国
民
の
信
用
が
、
本

当
に
今
あ
る
の
か
問
題
。
�

・
国
は
東
京
電
力
に
調
査
を
命
じ
た
だ
け

と
い
う
印
象
。
新
潟
県
が
主
体
に
な
り
、

地
盤
や
敷
地
の
調
査
を
し
、
真
相
を
解
明

す
る
こ
と
が
地
域
の
信
頼
を
確
保
す
る
唯

一
の
道
。
�

・
昨
年
、
地
震
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
つ
専
門
家
の
話
を

聞
き
た
い
。
再
度
勉
強
会
を
持
っ
て
は
ど

う
か
。
�

�
地
震
発
生
に
よ
る
原
子
炉
の
停
止
状
況
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

内　　容�

第52回定例会の概要�
平成19年10月3日（水）�

柏崎市西山町いきいき館�

（いきいきホール）  �

22名（欠席2名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村 �

保安検査官事務所 �

地域担当官事務所 �

東京電力（株） �

●前回定例会以後の動き  �

●原子炉4基の停止状況について�

●その他�

52

ア
ル
フ
ァ
・
ベ
ー
タ
断
層
�

１
号
機
・
２
号
機
の
建
屋
の
下
に
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
る
断
層
。
東
京
電
力
は
「
古
い
断
層
で
あ
り
、
活

断
層
で
は
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
�

【
質
疑
応
答
】
�

（
注
1
）
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

止める�全制御棒全挿入�
�

閉じ込める�
５重の壁で閉じ込める�

冷やす�
復水器で減圧、冷却�

主蒸気逃が�
し安全弁開�
による減圧�

残留熱除去�
系で原子炉�
水を冷却�

残留熱除�
去系で圧�
力抑制プ�
ール水を�
冷却�

①燃料ペレット　　②燃料被覆管�
③原子炉圧力容器　④原子炉格納容器�
⑤原子炉建屋�
�

原子炉建屋�
�

原子炉�
補機�
冷却系�

残留熱�
除去系�
ポンプ�

電動機駆動�
給水ポンプ�

高圧�
復水�
ポンプ�

低圧復水ポンプ�

循環水�
ポンプ�

ホットウェル�

復水器�

発電機�低圧�
タービン�

高圧�
タービン�

圧力抑制圧力抑制�
プールプール�
圧力抑制�
プール�

原子炉�
再循環�
ポンプ�

原子炉�
格納容器�

原子炉原子炉�
圧力容器圧力容器�
原子炉�
圧力容器�

ペレット�

被覆管�

原子炉圧力容器�

原子炉格納容器�

原子炉建屋�第５の壁�

第4の壁�

第3の壁�

第2の壁�

第1の壁�
ウラン燃料を焼き固めたもの。放射
性物質は、ほぼこの中に閉じ込める。�

約３５０個のペレットが丈夫な金属
管の中に密閉されていて、ペレットか
ら放出される放射性希ガスをこの中
に閉じ込める。�

厚さ約16ｃｍの低合金鋼製の容器。
仮に燃料棒の被覆管にピンホールな
どが生じ放射性物質が漏れたとして
も外に出るのを防ぐ。�

厚さ約３ｃｍの格納容器の中に原子
炉主要部分が収められている。万一
の際、原子炉から放射性物質が出た
ときの防壁。�

一番外側には厚さ約１ｍ以上のコン
クリートでできた原子炉建屋があり、
放射性物質の閉じ込めに万全を期し
ている。�

原子炉自動スクラム・全制御棒全挿入�

地震加速度大�地震発生�

原子炉建屋�

地震加速度大�

スクラム信号�

地震発生�

地震計�

「
止
め
る
」、「
冷
や
す
」、�

「
閉
じ
込
め
る
」�

原
子
力
安
全
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
機
能�

1.止める�

3.閉じ�
　込める�１）原子炉水位を維持する。�

　スクラム設定水位（L3）以上�
２）原子炉水が沸騰しない�
　状態まで冷やす。�
　ａ）原子炉水温度100℃未満（冷温停止）�
　ｂ）原子炉圧力大気圧（0MPa）�
�

原子炉建屋�

2.冷やす�

　断層・ 　断層平面図［ T . P（東京湾中等潮位）－40ｍ］��
（２号及び５号炉原子炉設置許可申請書より抜粋）�

１号機タービン建屋�

１号機原子炉建屋�
2号機原子炉建屋�

2号機タービン建屋�

（
注
1
）
�
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地
震
か
ら
数
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が

被
災
の
痕
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い

ま
す
。
一
瞬
の
う
ち
に
日
頃
の
生
活
が
破

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夢
で
あ
れ
ば

良
い
の
に
と
思
っ
て
も
、
現
実
は
現
実
で
す
。

現
実
を
踏
ま
え
て
生
き
て
行
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
う
だ
め
だ
と
思
う
の
と
、

ま
だ
、
ま
だ
と
思
う
の
で
は
、
こ
れ
か
ら
先

が
違
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
は
地
震
の
後
、

多
く
の
人
か
ら
助
け
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。
思
い
や
り
の
心
も
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
地
震
が
無
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
大
変
だ
け
ど
、
皆

が
復
興
に
向
け
て
、
前
向
き
に
頑
張
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
�

（
運
営
委
員
　

川
口
）
�

　「学校の畑でとれたミニトマトで
す。食べて元

気をだして下さい。」八十路の夫
婦にマグニチ

ュード7に近い地震は厳しく、二田
小学校体育

館に世話になって間もなく、二年
生の生徒さんと先生が。発生二

日目には名古屋市の給水車が、
自衛隊が、日を待たず福島県、

兵庫県からボランティアの人達が
。人の情にふれて目頭を熱くし

たことも幾度だったか。�

　一方、東電柏刈原発の全炉の
休止は、地域住民に一層の不

安と怒りをかきたててしまった。日
本のエネルギー産業が、石炭と

水力から石油にかわり、その次は
、好むと好まざるとにかかわら

ず原子力の時代が来ると言われ
て久しい昨今、住民優先か否か

が企業存亡のバロメーターと言っ
たら言葉が過ぎましょうか。�

　そもそも宇宙のはじまりは、水蒸
気のような水泡の物質が、軽

きものは天に、重きものは地とな
り、地は泥海のような半固体か

ら漸次固体化し、植物鉱物が発
生し、生物の誕生と現在に至っ

ている。泥海が固体になるとは大
自然の硬化作用で、地球なら

ばその容積は減ずる、この地殻の
収縮が地震の原因で、日本海

は大収縮によって陥没したが未だ
完全なものでないと聞く。日

本と朝鮮半島が陸続きだったと教
えられ、古老の以前は砂浜で

運動会をやったもんだ、と、今こそ
太陽エネルギーや代替エネの

開発こそ急務と思うが。�

人の情にふれて�

柏崎市�若林 幹雄さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p

4
古紙配合率100％再生紙を使用しています�

発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（8月1日～10月3日）�（8月1日～10月3日）�

　四月いっぱいで二年の任期を終えホットし
て過ごしてます。�
　任期中の二年間は結構忙しく、勉強不足で
知らない事の多い私には荷の重い面もありましたが過ぎてしまうといい思い出です。�
　半年過ぎホットしてますなどとはとんでもないことですよね。考えてもいなかった大地震。多くの人を苦しめました。ほんの数分の出来事が人生を狂わせたとも言えるものです。残念ながらお亡くなりになられた方々もおられます、お悔やみもうしあげます。�　この地震でお膝元にある保安院ではなく、海外のIAEAに安全の確認をしてもらうという、まさに想定外の出来事から始まってます。何を信じればいいのか、情報が無い事がこんなに不安な事とは思いもしませんでした。普段は情報過多で正確な情報を選択するのさえ難しい現代なのに。�
　今、地域の会に対する思いはますます大きくなっているのではないでしょうか。私はとても期待してます。安心、安全に暮らして行くために、たくさんの事をしっかり討議し、私たち市民にも思いが届くように頑張ってほしいと願ってます。�

柏崎市�石田 ヨシ子さん�

あれから半年過ぎて�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第55回定例会�
日時：�平成20年1月9日（水）午後6：30～�
場所：�新潟県柏崎刈羽原子力防災センター�

第56回定例会「情報共有会議」�
日時：�平成20年2月6日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎市市民プラザ（風の部屋）�

8
月
1
日
���

2
日
�

3
日
���

6
日
������

7
日
�

8
日
����

9
日
�

10
日
���������

11
日
�

17
日
������

20
日
������

21
日
�

22
日
������

23
日
������

24
日
�

27
日
��

�
��

28
日
���

29
日
�

�

30
日
����

31
日
���

9
月
4
日
�

6
日
�����

7
日
���

10
日
�

11
日
�����

12
日
��

13
日
��

14
日
���

18
日
�����

19
日
��

20
日
�������

25
日
���

26
日
��

27
日
�������

10
月
1
日
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新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
３
時
現
在
）公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

プ
ラ
ン
ト
状
況
に
つ
い
て
、詳
細
の
事
実
確
認
作
業
を
実
施
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

保
安
院
　
中
部
電
力（
株
）よ
り
、浜
岡
原
発
５
号
機
の
原
子
炉
熱

出
力
降
下
事
象
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
受
領
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
平
成
１９
年
新
潟
県
中
越
沖

地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
地
震
観
測
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の

公
開
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

新
潟
県
　
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）に
よ
る
、
調
査
着
手
に

関
す
る
知
事
コ
メ
ン
ト
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
、原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・

対
策
委
員
会（
第
２
回
）を
開
催
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状
況
確
認
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に
つ
い
て（
午
後
２
時
現
在
）公
表
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
伴

う「
原
子
炉
施
設
故
障
等
報
告
及
び
電
気
関
係
事
故
報
告
」の
提

出
に
つ
い
て
公
表
�

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
お
よ
び

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の「
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
」

の
修
正
な
ら
び
に
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
、農
林
水
産
物
の
放
射
能
測
定

結
果（
第
４
報
）�

新
潟
県
　
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
、放
射
線
監
視
情
報（
第
４
報
）�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
に
係
る
不
適
合
等
に

つ
い
て（
週
報
　:

　

平
成
１９
年
８
月
１０
日
〜
８
月
１６
日
）公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
た
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
に
お
け
る
地
質
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
と
も
な
う
緊
急
支
援
に
つ
い
て（
第
３
報
）

公
表
�

東
京
電
力
（株）
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
評
価
実
施
計
画
書

の
見
直
し
な
ら
び
に
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
、農
林
水
産
物
の
放
射
能
測
定

結
果（
第
５
報
）�

保
安
院
　
各
電
力
会
社
等
よ
り
、
耐
震
安
全
性
評
価
の
実
施
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
平
成
１９
年
新
潟
県
中
越
沖

地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
地
震
観
測
デ
ー
タ
の
分
析
に
係
る
報
告

（
第
二
報
）に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力（
株
）よ
り
、中
越
沖
地
震
の
余
震
時
に
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
取
得
さ
れ
た
、観
測
記
録
を
取
り
ま
と
め

た
報
告
書
を
受
領
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
伴
う

「
原
子
炉
施
設
故
障
等
報
告
及
び
電
気
関
係
事
故
報
告
」の
提
出
に

つ
い
て（
所
内
変
圧
器
３
Ｂ
火
災
の
原
因
調
査
結
果
に
つ
い
て
）公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
に
係
る
不
適
合
等
に

つ
い
て（
週
報
　:

　

平
成
１９
年
８
月
１７
日
〜
８
月
２２
日
）公
表
�

変
圧
器
防
油
堤
内
の
ひ
び
割
れ
等
公
表
�

協
力
企
業
倉
庫
脇
に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

発
電
所
構
内
で
の
除
草
作
業
中
の
蜂
刺
さ
れ
負
傷
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・

対
策
委
員
会
は
、
原
子
力
施
設
に
関
す
る
自
衛
消
防
及
び
情
報

連
絡
・
提
供
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
構
内
で
の
車
と
の
接
触
に
よ
る
腕
の
負

傷
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
監
視
評
価
会
議（
臨
時
会
）開
催
�

送
電
ケ
ー
ブ
ル
用
ダ
ク
ト
内（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
け
が
人
の

発
生
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適

合
に
つ
い
て（
週
報
）公
表
�

新
潟
県
　
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
、海
水
の
放
射
性
物
質
測
定
結

果（
第
４
報
）�

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
の
変
更
認
可
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
中
越
沖
地
震
に
関
す
る
、農
林
水
産
物
の
放
射
能
測
定

結
果（
第
６
報
）�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
構
内
に
お
け
る
蜂
刺
さ
れ
に
つ
い
て
公
表
�

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適

合
に
つ
い
て（
週
報
　:

　

９
月
６
日
）公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力（
株
）よ
り
、中
越
沖
地
震
に
お
け
る
柏
崎
刈

羽
原
発
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受
け
た
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
構
内
に
お
け
る
蜂
刺
さ
れ
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
関
西
電
力（
株
）よ
り
、大
飯
原
発
１
号
機
の
原
子
炉
手

動
停
止
事
象
に
関
す
る
、原
因
と
対
策
に
係
る
報
告
書
を
受
領
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状
況
確
認
�

原
子
炉
複
合
建
屋（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い

て
公
表
�

主
排
気
ダ
ク
ト（
地
上
部
）の
点
検
結
果
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
中
越
沖
地
震
に
係
る
、１
号
機
主
排
気
ダ

ク
ト
の
点
検
状
況
及
び
点
検
で
確
認
さ
れ
た
亀
裂
の
状
況
確
認
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・

対
策
委
員
会（
第
３
回
）を
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適

合
に
つ
い
て（
週
報
　:
　

９
月
１３
日
）公
表
�

１
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検（
フ
ェ
ー
ズ
２
）状
況
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
中
越
沖
地
震
に
係
る
、１
号
機
炉
内
点

検
の
実
施
状
況
確
認
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
構
内
専
用
港（
非
管
理
区
域
）に
お
け

る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

３
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に
つ
い
て
公
表
�

原
子
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
燃
料
の
平
成
１９
年
度
輸

送
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
北
海
道
電
力（
株
）よ
り
、泊
原
発
１
号
機
の
原
子
炉
手

動
停
止
の
原
因
と
対
策
に
係
る
報
告
書
を
受
領
�

定
期
検
査
中
の
１
号
機
原
子
炉
複
合
建
屋
屋
上（
非
管
理
区
域
）

に
お
け
る
火
災
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適

合
に
つ
い
て（
週
報
　:

　

９
月
２０
日
）公
表
�

保
安
院
　
各
電
力
会
社
よ
り
、中
越
沖
地
震
に
お
い
て
柏
崎
刈
羽

原
発
で
観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
行
っ
た
、
概
略
影
響
検
討
結

果
の
報
告
を
受
け
た
�

保
安
院
　
関
西
電
力（
株
）よ
り
、美
浜
原
発
２
号
機
に
お
け
る
蒸

気
発
生
器
１
次
冷
却
材
入
口
管
台
溶
接
部
の
損
傷
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
�

保
安
院
　
北
海
道
電
力（
株
）に
対
し
、泊
原
発
の
新
開
閉
所
で
の

火
災
発
生
に
係
る
再
発
防
止
対
策
の
徹
底
・
強
化
を
指
示
�

１
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検（
フ
ェ
ー
ズ
２
）状
況
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適

合
に
つ
い
て（
週
報
　:

　

９
月
２７
日
）公
表
�

敷
地
内
お
よ
び
敷
地
近
傍
に
お
け
る
断
層
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

公
表
�

県
、
柏
崎
市
　
中
越
沖
地
震
に
係
る
、１
号
機
仮
置
き
プ
ー
ル
内

の
気
水
分
離
器
の
目
視
点
検
状
況
確
認
　
　
�

１
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検（
フ
ェ
ー
ズ
２
）状
況
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
北
海
道
電
力
（
株
）に
対
し
、
泊
原
発
3
号
機
建
設
現

場
の
シ
ー
ト
格
納
箱
か
ら
の
白
煙
発
生
に
関
し
、
原
因
究
明
と
再

発
防
止
対
策
の
検
討
を
指
示
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�


